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私はよく「心優しき縄文人 縄文帰り」の言葉をよく使うのですが、「核・武装」を持って他を征しても、決して平和

をもたらさないことそして、「自己責任を強要する過酷な競争社会が幸せな暮らしをもたらさない」ことに 多くの人

が気づき始めている。 

また、限界集落と騒がれた時代から今や放っておけば、地方都市までもが、がここ数十年で多数消滅してしまうことが、

現実を持って語られる。そして、これらを解決する方法として 過度な中央集権を捨て 里山主義・地域活性に舵を切

ることを唱える人々が多くなってきた。  

また、地球の厳しい気候変動の中を生き延び、現在の人類の繁栄をもたらした由縁が 唯一「他を思いやる心」にあっ

たこと、そして 環境変化の厳しい縄文時代この狭い日本列島で、数千年にわたり豊かな暮らしを保ちえたのも「心優

しき縄文人」であったからだと説く人たちの声が大きくなっている。 

  人類の生きながらえてきた歴史の道を眺めると過酷な環境変化と食糧難に直面して、数多くの道が次々と閉ざされ

てゆく中で、たった一つ「他を思いやる心」から、数々の知恵を編み出し、協力して困難を克服したグループだけが今

に命をつないできたことを示している。「人が人に武器をむけては生きてゆけず、いずれ滅亡の道をたどる」と。 

「何千何万年前の記録などないのに、なぜそんな事が言えるのか??」との

疑問もあろうが、日本には何万年にもわたる地球の記録を正確に残し伝え

てくれている場所がある。  

何万年もの間 荒らされることなく静かにその時々に生きた動植物・そし

て環境変化の記憶を一年ごとに封じ込め、年縞模様として正確に記録して

きた地球の物差し 若狭 三方五湖の一つ早月湖の底に堆積した年縞で、 

水月湖は水面から湖底までは 34 メートル。その湖底の下には堆 積した

73 メートルの泥の堆積層がある。このうち、上部 45m に 7 万年分の「年

縞」があることがわかっている（下部の 28m は「年縞」がない 15 万年分

の泥）。 

この約 7万年かけて積もった 45メートルの堆積泥が 1センチの欠けもな

く連続して得られれば、世界初の7万年分の歴史のモノサシになる。日本では年輪年代法が確立され、年代校正曲線と
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して広く知られるようになったが、長年にわたる年縞年代測定研究の推進リーダー環境考古学者 安田喜憲氏たちの研

究の成果として、数万年にわたる地球年代計測の校正曲線として、この早月湖の年縞が国際標準として採用され、 日

本列島を含め、世界の地球環境変化の歴史が明らかになってきた。 

この年縞年代測定研究の推進リーダー安田喜憲氏もこれらの研究成果を踏まえ、厳しい地球環境変化の中、約 8000年

にわたって、豊かな森の生活を持続させた縄文社会の生き方を学ぶべきだという。 

 「自然との共存、人と人との平等、家族の絆」という縄文社会の人々の生き方に学ぶべきだと訴える。「自然との共存、人と人との平等、家族の絆」という縄文社会の人々の生き方に学ぶべきだと訴える。「自然との共存、人と人との平等、家族の絆」という縄文社会の人々の生き方に学ぶべきだと訴える。「自然との共存、人と人との平等、家族の絆」という縄文社会の人々の生き方に学ぶべきだと訴える。    

    ● 安田喜憲著「一万年前 気候大変動による食糧革命、そして文明誕生へ」 

  ● NHKスペシャル取材班著「ヒューマンヒューマン なぜヒトは人間になれたのか」 

まだ 経済最優先の今このことを「なまちょろい」と考える人も多いが、これは歴然としてきた人類がたどってきた道

である。 いま 一度 この人類が歩んだ道を見るべきだと・・・・。 

こんなことを IT 情報社会にﾄﾞｯﾌﾟﾘとつかった若い人たちに伝えればよいのだろうか??? と思い悩んでいた時に、朝日

新聞の天声人語に上記の記事が掲載されました。 

社会が大きく動いている今の時代 こんな見方もあるのだと・・・・・・。  

  

   地球 最終氷期の気候            ホモエレクトス・ホモサピエンスの拡散 

     

    

水月湖の「年縞」の一部。下図は湖底の堆積層のボー

リングで得たコアの一部で上下の数字は掘削したコ

アの深度。5センチ幅の中に76年±1年の「年縞」が

きれいに残っていることがわかる。 
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     「里山資本主義 &  内橋克人氏の提案する地域自立自給経済圏」創設の実践 
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http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/ironjyomon.htm 

ほか 

    


